
H30 年度（2018） H31 年度（2019） H32 年度（2020）

H31年 3月 H32年 9月
第１回

◯
7～8月
各委員
への
中間報告

第 3回
まちづくり
アンケート

第 2回 第 3回

◯この会の趣旨・進め方

◯メンバーからの報告・情報提供

◯他地域での取り組み例と
　洋光台地区の課題

◯仮称）「洋光台まちの窓口」
　について

◯「まちの窓口」進捗状況報告
　今後の取り組みに関して

◯第３回アンケート・結果報告
　今後の分析に関して

◯第 3フェーズの進め方、
　取り組み体制に関して

◯H30 年度以降の取組みまとめ
　「まちの窓口」報告と
　今後にむけて

◯第 3フェーズの進め方、
　取り組み体制に関して
　
◯第３回アンケート・分析報告

H32年 3月

第２フェーズ 第 3フェーズ

◯
9 月

仮称）洋光台まちの事務局準備会について（案）

１．（仮称）洋光台まちの事務局準備会の目的について

◯ （仮称）洋光台まちの事務局準備会は、エリア会議の第２フェーズとして、以下の２つを目的とする
①洋光台のまちづくりの主たる担い手が同じテーブルにつき、情報共有や意見交換、有識者の方々
からの助言等を踏まえ、まちづくりの方向づけを行う（エリア会議の継承）

②「（仮称）洋光台まちの窓口」の立ち上げとその後のサポート（試行的取り組みを行う立ち上げ期において、
「（仮称）洋光台まちの窓口」がより良い取り組み・体制で進めるようにするための伴走支援的サポート）

◯ その目的のため、これまでの地域・行政・URに加え、地域のキーパーソン、地域で活動する事業者
等にも出席していただく形の「ミニプラットフォーム」とする。

２．出席者について

資料 3-3

◯ これまでの構成メンバーをベースに、地域で活動する事業者等も出席

洋光台地域ケアプラザ 地域活動のキーパーソン
（福祉保健活動の拠点）

・地域活動交流事業
・地域包括支援センター、通所介護、
　居宅介護支援

（株）新都市ライフ
　　　　ホールディングス

洋光台中央広場
及び施設活性化の担い手 ・洋光台中央施設マスターリース業務

（仮称）洋光台まちの窓口 地域の情報拠点
・まちの情報収集・共有・発信
・活動や人のマッチング．支援
・まちの担い手発掘

事業者等 参加の理由等 主な業務

３．今後の工程等
◯ 年１回のペースで（平成 32 年度までに３回程度）実施予定。

※ 傍聴参加からスタート

座長・有識者

まちづくり
協議会

地域
ケアプラザ

県 市・
区

UR 関連
事業者

 （仮称）まちの事務局について

・「洋光台エリア会議」の第二フェーズ
・活動事業者（地域ケアプラザ、新都市
ライフ等）の出席
・まちづくりの進め方・推進体制につい
て検討。仮）「まちの窓口」サポート

仮称）洋光台まちの窓口

33
年
度
以
降

平
成

・（仮称）洋光台まちの事務局
　　　　＝（仮称）洋光台まちの事務局会議＋（仮称）「洋光台まちの窓口」
・（仮称）「洋光台まちの窓口」＝洋光台の様々な活動・人をつなぐ窓口

（平成 31年５月・試行実施スタート予定）

・常駐スタッフを有する「まちの情報
ステーション」
・「まちの情報収集・発信」「活動・人
のマッチング」「担い手発掘」等
・気軽で身近な相談窓口
・洋光台の多様な活動団体のネット
ワークをサポート

（平成 31年 3月・第一回開催）
仮称）洋光台まちの事務局準備会

・活動の継続・定着・発展
・活動財源の確保

　　（約２年間の試行後、本格始動）
仮称）洋光台まちの窓口

まちの
事務局会議

まちの
窓口

まちの事務局

30
｜
32
年
度

平
成 助言

提案

情報
提供

仮称）洋光台
まちの事務局

仮称）洋光台まちの事務局会議
・まちづくりの担い手による「情報共有」
と「意見交換」の 場
・活動の担い手、関連事業者、行政等の参
加による円卓会議をイメージ

まちの事務局会議

プラットフォーム まちの窓口

情報発信
情報・人材
企画 /アイデア

・小学校

・店舗・商店会

・自治町内会

・分譲管理組合
・NPO ・地元企業

・病院・高齢者施設

・保育所
・幼稚園

・◯◯クラブ

・情報拠点
・常駐スタッフ

情報・人材 情報収集・中学校

行政

事業者
A
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報告


